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冬、到来!
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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

あなたの支えは何ですか？ 私たちの支えは、「あなた」です。

臨床検査技師・作業療法士・
臨床工学技士・社会福祉士も
募集しています

院内保育所「ひまわり」

看護職員募集看護職員募集

件数内訳 11月末 前年比
総件数 449件 ＋20件
　人身事故
（うち高齢者）

60件
（22）

－4件
（－1）

　　死　者
（うち高齢者）

4人
（3）

＋2人
（＋2）

　　傷　者 72人 +4人
　物損事故 389件 ＋24件

12月の納税

編
集
後
記

固定資産税▶第３期
納 期 限▶12月26日（月）
口座振替▶12月22日（木）

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

10月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 11月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 12,404人 6 17 －11 9 21 －12 12,381人 －23人
女 13,597人 6 17 －11 30 40 －10 13,576人 －21人
合　計 26,001人 12 34 －22 39 61 －22 25,957人 －44人
世帯数 8,227世帯 8,223世帯 －4世帯

人口の動き

　

白
山
が
真
っ
白
に
な

り
、
紅
葉
も
そ
ろ
そ
ろ
終

わ
り
か
け
て
き
ま
し
た
。

北
谷
の
石
川
県
境
で
は
す

で
に
除
雪
車
が
出
動
し
、

そ
ろ
そ
ろ
本
格
的
な
雪
の

シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
雪
の
準
備
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？
雪

の
シ
ー
ズ
ン
に
注
意
し
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
、

巻
頭
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
一
読

く
だ
さ
い
。

　

表
紙
は
、
勝
山
の
冬
の

風
物
詩
と
な
っ
た
、
北
谷

町
北
六
呂
師
で
の
鯖
の
熟

れ
鮨
し
の
仕
込
み
風
景
で

す
。
予
約
販
売
と
、
1
月

の
年
の
市
、
2
月
の
勝
山

左
義
長
ま
つ
り
で
販
売
予

定
で
す
。

出会い・ふれあい出会い・ふれあい

＝北谷町＝　メンバー９人で活動

　エコミュージアムによるまちづくりから誕生した「鯖の熟
れ鮨し加工グループ」。北谷の各家庭で作られていた鯖の熟
れ鮨しを一般の方に商品として販売するため、平成14年から
味付けや発酵加減などの試作を重ねました。その後、平成17
年12月に加工所を設立し、同月から仕込みを開始。翌年１月
の勝山年の市で800匹を初販売。販売開始から30分ほどで完
売したことから、年々仕込み数を増やしていき、昨年からは
2500匹を仕込んでいます。
　平成19年10月に企業組合となった同グループの代表である
小林信男さんは「北谷の寒暖の差が大きい気候が、鯖をおい
しくしてくれます。今後は今の加工所を拡大して、仕込む鯖
の数を増やしていきたいです。また、11月から２月までの期
間以外には使わない加工所を、その時期に別の加工品で活用
してもらえるよう検討していきたい。」と話しました。

企業組合
鯖の熟

な

れ鮨
ず

し加工グループ

約１か月後にはおいしい熟れ鮨しに

女性メンバーで仕込みを行います
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新しいロータリー除雪車

　

市
で
は
、
除
雪
作
業
（
主
に
雪

下
ろ
し
作
業
）
を
有
料
で
行
っ
て

い
た
だ
け
る
登
録
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
希
望
の
方
に
は
、
登

録
い
た
だ
い
た
除
雪
作
業
員
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
課
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

■
雪
詰
ま
り
な
ど

　

水
路
・
流
雪
関
係
は

　
　

消
防
署　

☎
88
‐
０
４
０
０

■
雪
下
ろ
し
作
業
員
の
紹
介
は

　
　

総
務
課　

☎
88
‐
１
１
１
６

■
道
路
の
除
雪
関
係
は

　
　

建
設
課　

☎
88
‐
８
１
０
７

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
で
、

要
援
護
者
と
し
て
市
の
名
簿
（
福

祉
票
）
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
な

ど
、
市
の
定
め
る
対
象
要
件
に
該

当
す
る
場
合
は
、
屋
根
雪
下
ろ
し

費
用
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
紙
６

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い

※
除
雪
作
業
員
の
ご
紹
介
は
、
総

務
課
ま
で
（
上
記
参
照
）

お
問
い
合
わ
せ
先

■
屋
根
雪
下
ろ
し
の

　

助
成
金
に
つ
い
て
は

　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

　

☎
87
‐
０
８
８
８

除
雪
作
業
員
登
録
の

お
願
い
と
ご
紹
介
に
つ
い
て

高
齢
者
世
帯
等
の

屋
根
雪
下
ろ
し
に
困
っ
た
ら

冬
期
間
の
水
道
管
の
凍
結

　

毎
年
、
水
道
管
が
凍
結
し
て

破
損
し
、
漏
水
す
る
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
の

値
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
漏
水

を
早
期
に
発
見
で
き
ま
す
。

◆
冬
期
間
で
あ
っ
て
も
水
道

メ
ー
タ
ー
を
検
針
で
き
る
状

態
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

◆
屋
外
の
水
道
管
や
蛇
口
は
防

寒
し
ま
し
ょ
う

◆
長
期
不
在
に
さ
れ
る
場
合

は
、
給
水
中
止
の
手
続
き
を

と
る
か
、
水
道
メ
ー
タ
ー
横

に
あ
る
止
水
栓
を
閉
め
て
く

だ
さ
い

◆
漏
水
し
た
場
合
は
、
早
急
に

指
定
給
水
工
事
事
業
者
に
修

繕
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い

問　

上
下
水
道
課

（
☎
88
‐
８
１
０
９
）

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　今年１月の大雪で、屋根などの損傷で損害を受けた場
合、来年の確定申告で雑損控除の申請ができます。
■雑損控除とは
　火災・地震・風水害などの災害や白アリ、盗難・横
領などにより、資産について損害を受けた場合に、適
用される所得控除のことです。
■申告時に必要なもの
　災害関連支出の領収書、市総務課で発行の「り災証
明書（写）」または被災状況がわかるもの、源泉徴収
票など所得の証明、申告者名義の預金通帳、印鑑
■留意事項
・損失額が大きいため控除しきれない場合、翌年以後
３年間繰越可能です

・災害減免法による所得税の軽減免除があり、雑損控
除とどちらか有利な方を選ぶことができます

問　大野税務署（☎66‐2180）

雪による損害は雑損控除になります新除雪車を購入新除雪車を購入！！
　古くなった除雪車（約20年間使用）を更
新して、新しいロータリー除雪車を購入し
ました。
　今年の冬の除雪から活躍します。

メーターのチェックを！

広報かつやま12月号 №685 　　 2

まもなく冬本番!雪に対する理解を深め、雪に負けない暮らしを！

に備える!
・
大
雪
警
報
等
が
発
表
さ
れ
た
と

き
は
、
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う

・
除
雪
の
妨
げ
に
な
る
た
め
、
路

上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
マ
イ
カ
ー
を
控
え
、
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

・
融
雪
の
た
め
に
水
道
水
を
使
う

こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う

・
排
雪
さ
れ
た
道
路
へ
の
雪
の
投

げ
入
れ
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
地
域
ぐ
る
み
で
除
排
雪
を
行
い

ま
し
ょ
う

・
屋
根
雪
下
ろ
し
で
の
転
落
事
故

や
除
雪
機
械
に
よ
る
事
故
に

は
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

・
防
火
水
槽
や
用
水
路
付
近
の
除

排
雪
に
協
力
し
ま
し
ょ
う

・
開
い
た
投
雪
口
（
グ
レ
ー
チ
ン

グ
）
に
は
、
必
ず
赤
旗
な
ど
を

立
て
ま
し
ょ
う

投雪口には赤旗の掲示を！

雪
に
対
す
る
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
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予　算　額 支出済額及び支出率（対予算） 平成23年度平成23年度
　

市
で
は
、
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
23
年
度
予
算
の
上
半
期（
4
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
）に

お
け
る
予
算
執
行
状
況
や
市
税
の
収
入
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

特
別
会
計

上
半
期
の
状
況

上
半
期
の
状
況

一
般
会
計
予
算
の
執
行
状
況
（
9
月
30
日
現
在
）

歳
入

（注） 予算額、収入済額、支出済額には、繰越明許費
を含みます

歳
出

収入済額及び収入率（対予算）予　算　額
58.3%

27.8%

31.2%

50.9%

0.0%

55.5%

23.2%

81.6%

63.3%

45.7%

42.8%

48.0%

33.7%

9.2%

55.0%

115.7%

71.7%

100.0%

2.7%

0.0%

45.9%

17億5,021万円

4,665万円

405万円

193万円

0万円

1億2,609万円

1,137万円

3,126万円

24億1,373万円

229万円

8,010万円

4,249万円

4億9,668万円

1億1,719万円

650万円

1,041万円

2億1,644万円

4億6,023万円

1,656万円

0万円

58億3,418万円

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

合 計

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

合 計

2億440万円

23億2,241万円

36億589万円

5億7,612万円

1億9,461万円

6億9,350万円

5億8,332万円

15億8,816万円

3億2,543万円

14億4,301万円

205万円

11億422万円

5,000万円

400万円

126億9,712万円

55.5%

46.4%

35.0%

28.9%

91.7%

16.1%

60.3%

29.1%

43.1%

41.8%

0.0%

47.9%

0.0%

0.0%

39.3%

1億1,335万円

10億7,808万円

12億6,033万円

1億6,677万円

1億7,848万円

1億1,150万円

3億5,152万円

4億6,185万円

1億4,014万円

6億329万円

0万円

5億2,882万円

0万円

0万円

49億9,413万円

特別会計予算の執行状況

30億167万円

1億6,800万円

1,300万円

380万円

200万円

2億2,700万円

4,900万円

3,830万円

38億1,579万円

500万円

1億8,699万円

8,844万円

14億7,490万円

12億7,685万円

1,182万円

900万円

3億193万円

4億6,023万円

6億270万円

9億6,070万円

126億9,712万円

会　　　計　　　名 予 算 額 収入済額 支出済額
育 英 資 金 4,008万円 658万円 1,463万円
下 水 道 事 業 17億2,439万円 2億2,765万円 5億 928万円
簡 易 水 道 事 業 2億8,487万円 285万円 1,863万円
国 民 健 康 保 険 26億3,439万円 11億6,680万円 11億8,608万円
老 人 保 健 0万円 0万円 0万円
後 期 高 齢 者 医 療 3億1,696万円 1億1,307万円 1億1,673万円
介護
保険

保 険 事 業 勘 定 24億7,581万円 9億4,041万円 10億7,564万円
介護サービス事業勘定 1,093万円 487万円 237万円

農業集落排水事業 2億6,276万円 3,725万円 9,566万円
市 有 林 造 成 事 業 4,540万円 66万円 1,361万円
特 別 会 計 合 計 77億9,559万円 25億 14万円 30億3,263万円

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

市税の収入状況 予 算 額 30億 167万円
収入済額 17億5,021万円

12億6,572万円
5億4,857万円
13億2,474万円
9億2,392万円
5,897万円
5,809万円

1億3,799万円
8,065万円
3,141万円
1,263万円

1億8,284万円
1億2,635万円

現　在　高
89億6,100万円
56億5,616万円
1億 675万円
15億7,079万円

4,543万円
163億4,013万円

会　　　計　　　名
一 般 会 計

下 水 道 事 業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
市有林造成事業
合　　　　計

市債の状況

特
別
会
計

　また、現在高89億6,100万円のうち借り入れ利率別の
内訳は次のようになっています。市では国から認められた
ものについては積極的に繰上償還を行うなど、高い金利
の市債残高の減少に努めています。

目　　的　　区　　分 現在高（一般会計分）
４億９，３３３万円
１３億６，５２９万円
９億５，８９８万円
６億１，００１万円
１億７，２５３万円
５億５，１８２万円
３億６，９８０万円
４４億３，９２４万円
８９億６，１００万円

教育債（学校・図書館整備）
土木債（道路橋りょう整備・都市計画等）
　〃　（公園等整備）
農林業債（農道・林道等整備）
消防債（防災・防火施設等整備）
衛生債（ごみ処理施設・火葬場等整備）
民生債（保育所・児童センター等整備）
その他（災害復旧事業・減税補てん債等）
　　合　　　　　　　　　計

利　　率
～2.5％以下
～5.0％以下
～7.0％以下

現在高（一般会計分）
85億7,065万円
3億6,443万円
2,592万円

割　合
95.6％
4.1％
0.3％

　市債は、市が大型事業を実施するために国などから資
金を借り入れる長期債務（借金）です。本来、その年度に
使う経費はその年度でまかなうのが原則ですが、公共施
設の建設などには、一時的に多額の費用がかかること、将
来の世代にわたって利用されることなどから、財源の不足
を補い、年度間の財政負担を平準化し、次の世代にも費用
を負担してもらうことで、世代間の負担を公平にする効果
があります。市では、市債の中でもなるべく普通交付税と
して、後年度に国から財源措置される市債の借り入れを行
うこととしており、災害復旧事業や総合的な経済対策事業
などに充てています。９月末現在の残高は89億6,100万円
（前年同月末比1.6％の増）となっていますが、そのうち
59.4％にあたる53億1,931万円が普通交付税として、後
年度に国から財源措置されます。

市債の活用について市債の活用について
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勝
山
の
玄
関
口
が
一
新
一
新
！！

専用線路を走る「テキ６」

勝山南部中学校吹奏楽部による演奏

ロータリーからの初出発

三室小学校児童による合唱

祝辞を述べる西川知事 式辞を述べる山岸市長

〜
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
勝
山
駅
周
辺
整
備
が
完
成
〜

　勝山市の玄関口として
相応しい整備を望んでお
りましたが、広いスペー
スを確保して整備してい
ただき、大変感謝してい
ます。
　この駅前広場でテキ６
などを活用したさまざま
なイベントを企画して、
勝山にもっとお客さんが
遊びに来てほしいと思い
ます。

　遅羽町区長会長 
松山 隆重さん

地元の方のコメント

記念式典でのテープカットの様子記念式典でのテープカットの様子

　

地
元
地
権
者
の
ご
理
解
の
も

と
、
平
成
20
年
か
ら
市
と
県
が

整
備
を
進
め
て
き
た
え
ち
ぜ
ん

鉄
道
勝
山
駅
前
広
場
が
完
成

し
、
11
月
23
日
、
同
広
場
で
記

念
式
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
山
岸
市
長
を
は
じ

め
、
西
川
一
誠
知
事
な
ど
関
係

者
約
１
０
０
人
が
出
席
し
、
山

岸
市
長
は
「
駅
前
広
場
が
完
成

し
、
公
共
交
通
利
用
者
の
利
便

性
向
上
と
観
光
交
流
の
拡
大
に

繋
が
り
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
西
川
知
事
な

ど
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
山
岸
市
長
ら
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

　

三
室
小
学
校
児
童
に
よ
る
合

唱
の
ほ
か
、
地
元
の
太
鼓
グ

ル
ー
プ
や
勝
山
南
部
中
学
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
縄
文
の

里
料
理
研
究
会
に
よ
る
バ
ザ
ー

も
催
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。



7 　　 広報かつやま12月号 №685

20歳になったら国民年金に加入しましょう20歳になったら国民年金に加入しましょう 年
金

問　福井年金事務所お客様相談室（☎0776‐23‐4518）　市民課（市役所1階）（☎88‐8102）

　勝山市国民健康保険では医療費削減のため、
今月から、被保険者への「ジェネリック医薬品
利用促進通知」を送付します。
　調剤薬局からお薬をもらっている方で、ジェ
ネリック医薬品に切り替えた場合の自己負担額
の削減額が大きい方を対象に、通知を送付しま
す。
○医療費削減効果
　ジェネリック医薬品に切り替えることで、
被保険者ご自身の自己負担額が安くなること
はもちろん、全体の医療費削減にもなります。
　通知書が届いた方は、ぜひジェネリック医
薬品への切り替えをご検討ください。なお、
不安に思われる方は、医師・薬剤師にご相談
ください。
○通知対象者
　調剤薬局で慢性薬をもらった方で、ジェネ
リック医薬品へ切り替えることにより、１か
月あたり一定額以上自己負担が減る方。

○ジェネリック医薬品希望カード
　平成22年度被保険者証更新時に勝山市オリ
ジナルジェネリック医薬品希望カードを送付
しています。なお、平成22年度以降新規加入
者には、市民課窓口にて配布しています。

　ジェネリック医薬品を希望する場合は、署
名欄に署名の上、医療機関で提示してください。
問　市民課（市役所1階）　（☎88‐8102）

　国民年金は、老後の所得保障だけではなく、
病気やけがで重い障がいが残ったときなどにも
年金を支給し、思いがけない人生の「万が一」
もサポートする公的年金制度です。

義　務
　国内に居住する20歳から60歳になるすべての
方は、国民年金に加入して保険料を納付する義
務があります。

加入手続きが必要なのは
　20歳になって第１号被保険者となる方（学生、
自営業者、フリーターや無職の方など）は、市
役所で手続きをしてください。
（サラリーマンや公務員など第２号被保険者の
方や、その第２号被保険者に扶養される配偶者
の第３号被保険者の方は、勤務先の事業所が手
続きを行います）

保険料は月額15,020円
　第１号被保険者の平成23年度国民年金保険料
は月額15,020円です。学生やフリーターで収入
が無い（少ない）ために国民年金保険料の納付
ができない場合は、申請すれば保険料の納付が
猶予・免除となる制度があります。
　この申請を行わないまま国民年金保険料が未
納となっていると老後の年金額が低くなった
り、「万が一」のときに障害年金が受け取れな
いなど思わぬ事態を招きます。

国民年金（基礎年金）３つのメリット
①老後を支えます …………………老齢基礎年金
②病気やけがで障がいの状態になったときに支
えます ……………………………障害基礎年金
③加入者（夫また父(母)）が亡くなったとき、
子のある妻、子を支えます ……遺族基礎年金

ジェネリック医薬品の利用促進に係る差額通知を行いますジェネリック医薬品の利用促進に係る差額通知を行います
～ 家計にやさしいお薬 ～～ 家計にやさしいお薬 ～ 国

保

表面

裏面
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在
宅
在
宅

高
齢
者
の　
　

  

生
活
を
支
援
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活
を
継

続
で
き
る
よ
う
に
、
介
護
保
険
対
象
外
の
支

援
を
必
要
と
す
る
方
に
対
し
、
次
の
よ
う
な

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
よ
り
安
心
で
安

全
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
事
業
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
）

（
☎
87
‐
０
８
８
８
）

軽
度
生
活
援
助
事
業

　

軽
易
な
日
常
生
活
（
買
い
物
、

掃
除
、
調
理
、
洗
濯
、
玄
関
前
の

除
雪
）
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

対　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
で
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方
（
た
だ
し
、
除
雪
援

助
の
場
合
は
要
支
援
以
上
の
認

定
を
受
け
た
方
が
い
る
世
帯
）

費　

用
▼
１
回
（
１
時
間
）

２
０
０
円

※
除
雪
援
助
の
場
合
は
３
０
０

円
、
ま
た
一
冬
期
間
６
回
以
内 

地
域
ぐ
る
み雪

下
ろ
し
支
援
事
業

　

雪
下
ろ
し
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。（
た
だ

し
、
親
族
が
雪
下
ろ
し
を
し
た

場
合
は
対
象
外
）

　

な
お
、
除
雪
作
業
員
の
紹
介

は
、総
務
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

（
総
務
課　

☎
88
‐
１
１
１
６
）

対　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者

世
帯
で
、
要
援
護
者
と
し
て

市
の
名
簿
（
福
祉
票
）
に
登

載
さ
れ
て
い
て
、
か
つ
市
民

税
非
課
税
の
世
帯

助
成
額
▼
１
回
に
つ
き

７
０
０
０
円

※
一
冬
期
間
の
助
成
回
数
は
２

回
（
地
区
に
よ
り
４
回
）
以

内
、
事
前
申
請
が
必
要

給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

調
理
な
ど
が
困
難
な
方
に
、

健
康
な
ど
を
考
慮
し
た
食
事
を

配
達
し
、
安
否
確
認
を
行
い
ま

す
。

対　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者

世
帯
で
、
要
援
護
者
と
し
て

市
の
名
簿
（
福
祉
票
）
に
登

載
さ
れ
て
い
る
方

費　

用
▼
１
食
２
１
０
円

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業

　

病
弱
な
た
め
に
緊
急
時
の
対
応

が
困
難
な
世
帯
に
、
シ
ル
バ
ー

コ
ー
ル
を
設
置
し
ま
す
。

対　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
で
、
要
援
護
者
と
し
て
市
の

名
簿
（
福
祉
票
）
に
登
載
さ
れ

て
い
る
方
の
世
帯

費　

用
▼
月
額
１
９
９
円
（
市
民

税
非
課
税
世
帯
で
、
合
計
所
得

金
額
と
課
税
年
金
収
入
額
の
合

計
が
80
万
円
を
超
え
る
方
、
お

よ
び
市
民
税
課
税
世
帯
の
方
）

※
一
人
暮
ら
し
世
帯
の
方
は
無
料 

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

市
内
の
リ
フ
ト
付
き
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
通

院
や
リ
ハ
ビ
リ
の
際
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

対　

象
▼
65
歳
以
上
で
、
常
時
車

い
す
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布
事
業

　

自
宅
で
の
緊
急
時
に
、
救
急
隊

に
医
療
情
報
等
を
知
ら
せ
る
た
め

の
「
救
急
キ
ッ
ト
」
を
配
布
し
ま

す
。

対　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
（
日
中
の
み
高
齢
者
世
帯
も

含
む
）

自
立
し
た
生
活
の

お
手
伝
い

屋
根
雪
下
ろ
し
に

困
っ
た
と
き
は

配
食
サ
ー
ビ
ス
を

通
し
た
見
守
り

い
ざ
と
い
う

と
き
の
た
め
に

車
い
す
で

お
で
か
け
の
際
に

緊
急
時
に
備
え
て

下記のサービスをご希望の方は、地区の民生委員にご相談ください。

シ
ル
バ
ー
コ
ー
ル

月
２
回
、
民
生
委
員
が

自
宅
に
お
届
け
し
ま
す
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勝JOYレポート勝JOYレポート
No.7

地域でがんばってい
る団体を

ご紹介します

　

勝
Ｊ
Ｏ
Ｙ
レ
ポ
ー
ト
の
第
７
弾
を
お
届

け
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
30
年
以
上
活
動
を
続
け
各
々

の
才
能
を
存
分
に
発
揮
す
る
場
と
な
っ
て

い
る
「
北
郷
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
」

と
、従
来
と
現
代
の
活
動
を
織
り
交
ぜ
て
、

会
員
の
意
見
を
反
映
し
な
が
ら
楽
し
く
活

動
し
て
い
る
「
新
保
婦
人
会
」
を
ご
紹
介

し
ま
す
。 婦

人
団
体
ご
紹
介

一人ひとりの意見が活動の根っこ

新 保 婦 人 会
自分の才能発揮できる場

北郷レクレーションクラブ

活動内容
　神社の草むしり、アクセサリーや押し花作り、レ
クリエーション（親睦会）、婦人学級、公民館の掃
除

話し合いで決める活動
　年度のはじめに必ず会合を開き、その年の活動内
容を決めています。団体発足時からの従来の活動と、
現代に合わせた活動の両方を取り入れています。
　研修会に子どもたちと一緒に参加して、小物や押
し花、夏休みの宿題作品などを作ったりします。今
年はベリーダンスの講習会を開催し、楽しい１日と
なりました。
　会員は、仕事や家事で１日をフル回転で生活して
いる主婦たちです。だからこそ無理なく長く続けら
れるように、活動にアイデアが生まれてきます。“一
人ひとりの意見が活動の根っこ”これからも楽しく
活動していきます。

　会長　多田　幸代さん

活動内容
　踊り、アートフラワー作り、地域の花壇作り、文
化祭・敬老会への参加、施設慰問ボランティア

活動のきっかけ
　昭和53年から北郷町内の踊りが好きな仲間を集め
て活動を始めました。

“楽しく、明るく、健康で”をモットーに
　踊りが好きで、その年の流行りに合わせて寸劇シ
ナリオを作成し、振り付け、演出等全てを団体で手
がけています。
　他にもリサイクル牛乳パック椅子作りやアートフ
ラワー、和紙手芸、エプロン等を作っています。
　手が器用な人、振り付けを考える人等、各々のメ
ンバーが持ち前の才能を発揮し、自分の健康維持の
ために意欲的に活動しています。

代表　出口　百合子さん
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Ｈ23年度　人権啓発地方委託事業

小学生の部

優 秀 賞

小学生の部

入　選
中学生の部

入　選
黒瀬　柚依（鹿　谷小１年）
齋藤　遥奈（三　室小１年）
田中　亜美（北　郷小２年）
山下　夢生（荒　土小３年）
近藤真奈美（成器西小３年）
廣瀬　　翼（成器南小３年）
中村　海里（北　郷小４年）

林　　美里（村　岡小４年）
嶋田　幸汰（荒　土小５年）
長谷川桃子（成器西小５年）
小倉　和泉（成器南小５年）
齊藤　未耶（成器南小６年）
山下　晋奈（村　岡小６年）
田中　　陸（野　向小６年）

小林　篤生 （勝山中部中１年）
新谷　水萌 （勝山中部中１年）
岩本　鈴音 （勝山南部中１年）
原崎　萌美 （勝山北部中２年）
山内　美稀 （勝山北部中２年）
齋藤　千裕 （勝山南部中３年）

ことばの贈り物
“ありがとうメッセージ”

入賞作品発表
　思いやりや感謝の気持ちを言葉で表した、大
切な人への「ことばの贈り物」。
　小・中学生を対象に募集したところ、今年は
669点の応募がありました。
　優秀作品の発表と入賞者のご紹介をします。

（順不同、敬称略）

中学生の部

優 秀 賞
親友へ
　会えなくても大好きだよって距離なんか関係
　ないよって言ってくれてありがとう！

you Best friend　あいり より
（勝山中部中１年　番戸平　藍理）

お母さんへ
　「ありがとう」って、まほうの言葉。
　ありがとうって言われたら、力がわいてくるから

小山りく より
（成器南小２年　小山　陸）

もうすぐ100さいのばあばあちゃんへ
　いつもやさしくしてくれてありがとう。
　もうすぐ100さいだね。がんばってね。

しま田はるか より
（鹿谷小２年　島田　晴華）

おねえちゃんへ
　ねぇね、いちごのもうふぼくにくれて
　ありがとう。まいにちよくねられるよ。

みつき より
（成器南小１年　鈴木　光生）

お母さんへ
　くじけそうになった時、お母さんが応援して
　いる姿を見ると勇気が出る。ありがとう。

あいか より
（勝山中部中１年　中村　愛花）

やさしいお母さんへ
　夜宿題が終わるまで起きててくれるお母さん。
　ひとりぼっちじゃないと安心するよ。

宿題が終わらないけいちゃん より
（成器西小４年　山田　渓太郎）

「ありがとう」へ
　あなたの出番はいつも相手に感謝している
　気持ちを表したいとき。あなたのおかげだよ

けいこ より
（勝山南部中３年　泉　圭位子）

天国のおじいちゃんへ
　農業や生き物の育て方など教えてくれて
　ありがとう。ぼくが未来へつなぐよ安心してね

おじいちゃんが大好きな大晟 より
（荒土小５年　西脇　大晟）

お母さんへ
　苦しい時は…一緒に苦しんで、うれしい時は
　人一倍に喜ぶ、そんな母は僕の宝物です。

駿 より
（勝山南部中３年　松村　駿）

お母さんへ
　いつも口うるさいお母さん。でも、それだけ
　見ててくれてるって事だよね？ありがとう

未来 より
（荒土小６年　渡　未来）
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福
井
県
内
の
交
通
事
故
死
者
数
増
加
率
が

　

県
内
の
交
通
事
故
死
者
数
が
、

11
月
末
現
在
で
54
人
に
の
ぼ
り
、

す
で
に
昨
年
の
年
間
死
者
数
42
人

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
交
通
事
故
死
者
数
の
増

加
率
（
前
年
同
月
比
１
８
０
％
）

お
よ
び
高
齢
者
の
死
者
数
の
増
加

率
（
同
１
８
９
％
）
が
全
国
で
最

悪
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

勝
山
市
の
死
者
数
は
、
11
月
末

現
在
で
４
人
、
こ
の
う
ち
３
人
が

高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
忘
新
年
会
な
ど
、
飲

酒
の
機
会
が
増
え
る
時
期
で
す
。

ま
た
降
雪
や
路
面
凍
結
に
よ
る
交

通
事
故
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運
転
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
　

12
月
11
日
〜
20
日

　

10
月
25
日
（
火
）、
福
井
市
内

で
開
催
さ
れ
た
「
第
29
回
福
井
県

交
通
安
全
県
民
大
会
」に
お
い
て
、

村
岡
町
連
合
壮
年
会
が
「
平
成
23

年
度
交
通
安
全
功
労
者
等
表
彰　

福
井
県
知
事
表
彰　

交
通
安
全
功

労
団
体
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

村
岡
町
連
合
壮
年
会
は
、
30
年

以
上
の
長
期
に
わ
た
り
、
交
通
安

全
茶
屋
を
開
設
し
、
通
行
車
両
の

ド
ラ
イ
バ
ー
等
に
交
通
安
全
祈
願

マ
ス
コ
ッ
ト
や
交
通
安
全
チ
ラ
シ

を
配
布
す
る
な
ど
の
啓
発
活
動
を

続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

村
岡
町
連
合
壮
年
会
が

知
事
表
彰
を
受
賞
！

全
国
ワ
ー
ス
ト
１
！

全
国
ワ
ー
ス
ト
１
！

表彰状を受け取る藤沢隆広会長

ピカジャンで交通事故防止ピカジャンで交通事故防止
　夜間の歩行の際にピカジャン（損害保険
付きのジャンパー）を着用することで、ド
ライバーにいち早く気付いてもらうことが
できます。蛍光色で反射材もついているた
め、夜間でもよく目立ちます。

◆ジャンパー 1,600円（市内の方）
◆ベスト 850円（市内の方）

問　勝山交通安全協会（勝山警察署内）
（☎87‐0968）

　

関
西
学
院
大
学
か
つ
や
ま
セ
ミ
ナ
ー

東
日
本
大
震
災
に

東
日
本
大
震
災
に
学学
ぶぶ

災
害
に

災
害
に
強強
い
ま
ち
づ
く
り

い
ま
ち
づ
く
り

2011
12/17土

■プロフィール　　　　
1944年8月、尼崎市生まれ。2008年よ
り現職。京都大学防災研究所客員教授、日
本火災学会会長、日本災害復興学会会長、
中央防災会議専門委員、人と防災未来セン
ター上級研究員、海外災害援助市民セン
ター副代表などを歴任。

講師
関西学院大学
　総合政策学部教授

室
むろ

﨑
さき

　益
よし

輝
てる

 氏

　

東
日
本
大
震
災
以
降
高
ま
っ

た
、
防
災
、
減
災
の
意
識
を
ま
ち

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
活
か
す

方
策
を
探
り
ま
し
ょ
う
。

※
市
民
大
学
特
別
企
画
講
座
と
し

て
、
１
単
位
認
定
し
ま
す

※
託
児
室
を
設
置
し
ま
す

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

（
☎
88
‐
１
１
１
５
）

福祉健康センター「すこやか」
午後6:30受付　／　午後7:00開会

入場無料

宝くじ収益金で
まちづくり

　宝くじの収益金を活用した、
㈶自治総合センター「コミュ
ニティ助成事業」の助成を受
けてまちづく
りを推進して
います。

【高島区】
　区民の各会組織活動の推進
を図るため、除雪機と視聴覚
機器を購入しました。
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か
つ
や
ま
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ

か
つ
や
ま
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ

昨
年
の
２
倍
以
上
が
参
加

　

今
年
は
、
小
学
３
、
４
年
生
も

参
加
対
象
に
加
え
た
こ
と
や
、
東

日
本
大
震
災
以
降
の
省
エ
ネ
等
の

関
心
の
高
ま
り
か
ら
、
昨
年
の
約

２
倍
と
な
る
１
０
１
０
の
家
庭
が

参
加
し
ま
し
た
。

身
近
な
こ
と
か
ら
取
り
組
む

　

今
年
は
、
ご
家
族
の
方
に
も
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、「
使
っ
て
い
な

い
部
屋
の
電
気
を
こ
ま
め
に
消

す
」
や
「
冷
房
の
設
定
温
度
を
28

度
に
す
る
」
な
ど
、
節
電
へ
の
取

り
組
み
や
節
水
、
ご
み
の
減
量
化

な
ど
、
身
近
な
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
だ
方
が
多
か
っ
た
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
エ
コ
ア
イ
デ
ィ
ア

　

家
庭
で
実
践
し
て
い
る
エ
コ
ア

イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し

た
」「
エ
ア
コ
ン
を
使
う
と
き
は
、

家
族
が
１
つ
の
部
屋
に
集
ま
る
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

か
つ
や
ま
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

き
っ
か
け
に
、
１
年
を
通
し
て
環

境
保
全
を
意
識
し
た
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
、
家
族
や
友
達
と
協
力

し
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。 

か
つ
や
ま
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
は

　

市
内
の
小
・
中
学
生
が
、
各
家
庭
で
取
り
組
め
る
エ
コ
活

動
を
選
び
、
そ
れ
を
夏
休
み
期
間
に
実
践
し
て
い
く
活
動

取り組みの多かったエコチャレンジ目標
エコチャレンジ目標 子ども 家　族

使っていない部屋の電気を
こまめに消す 902 869

歯をみがく時は水を止める 873 784

冷房の設定温度は28度にする 809 794

勝山南高校勝山南高校もも
環境美化活動に取り組んでいます環境美化活動に取り組んでいます

　

生
徒
会
が
作
成
し
た
美
化
啓
発

テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
高
校
の
ロ
ゴ
入
り

マ
イ
バ
ッ
グ
を
配
り
ま
し
た
。

教
職
員
や
保
護
者
と
と
も
に
、
全

校
生
徒
で
堤
防
の
草
刈
り
を
行
い

ま
し
た
。

11月４日　サンプラザ11月４日　サンプラザ

11月９日　弁天河原11月９日　弁天河原

「環境行政に役立てて」と寄附「環境行政に役立てて」と寄附
11月22日　市役所11月22日　市役所

11月25日　市役所11月25日　市役所

12月2日（車種：日産「リーフ」）12月2日（車種：日産「リーフ」）

㈳
奥
越
法
人
会
か
ら

㈳
奥
越
法
人
会
か
ら

電
動
ス
ク
ー
タ
ー
２
台

電
動
ス
ク
ー
タ
ー
２
台

越
前
信
用
金
庫
か
ら

越
前
信
用
金
庫
か
ら

寄
附
金

寄
附
金
3636
万
円
万
円

電
気
自
動
車
を

電
気
自
動
車
を

導
入
し
ま
し
た
！

導
入
し
ま
し
た
！
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防
災
に
高
い
関
心

防
災
士
資
格
試
験
実
施

■
11
月
20
日　

教
育
会
館

楽
し
く
人
権
を
考
え
る

「
の
ぞ
み
フ
ェ
ス
タ
」
開
催

■
11
月
13
日　

す
こ
や
か

一
流
の
音
楽
と
お
話

宝
く
じ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

■
11
月
24
日　

市
民
会
館

小
・
中
学
生
が
熱
戦

長
谷
川
博
幸
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■
11
月
19
・
20
日　

市
内

木
工
芸
や
陶
芸
が
い
っ
ぱ
い

手
作
り
市
in
奥
越
前

■
11
月
26
日
・
27
日　

奥
越
地
場
産
セ
ン
タ
ー

白
山
平
泉
寺
の
魅
力
を
発
信

白
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

■
11
月
26
日　

教
育
会
館
ほ
か

　11月に開催された地域防災指導者講座
の最終日に防災士資格試験が行われ、市
内の防災関係者ら185人が受験しました。

　男女共同参画と、人権問題啓発を趣旨
とする「のぞみフェスタ」が開催され、
落語による啓発が好評でした。

　東京フィルハーモニー交響楽団メンバー
による弦楽アンサンブルコンサートが開か
れ、一流の音楽と司会・指揮の青島広志さ
んの軽妙なトークが大好評でした。

　第18回長谷川博幸杯争奪バドミントン
大会が開催され、県内外から530人が参
加し、市内５会場に分かれて熱戦を繰り
広げました。

　手工芸の魅力を発信する「手作り市」
が開催され、クラフト作家26人の手作り
作品販売と体験コーナーに多くの人が訪
れました。

　今年で11回目を迎える白山文化フォー
ラムが開催され、発掘調査現場見学や、
白山信仰の源流を探る講演会、パネル
ディスカッションが行われました。

新そばに舌鼓越前大仏もんぜん市＆新そばまつり
■11月23日　越前大仏門前町

　もんぜん市に多くの人が訪れ、賑わいました。新
そばまつりでは、おろしそばの早食い大会も行われ、
会場を盛り上げました。
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勝
山
の
子
育
て
を
考
え
る

子
育
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■
11
月
6
日　

す
こ
や
か

市
民
の
皆
さ
ん
に
概
要
を

新
体
育
館
建
設
地
区
別
説
明
会

■
11
月
14
日
ほ
か　

荒
土
公
民
館
ほ
か

　子育て世代の市民や市内の子育てグ
ループの代表、市内企業代表、山岸市長
が参加し、意見交換を行いました。

　新体育館建設候補地決定について、経
過や今後の予定についての地区別説明会
が、市内３カ所で行われました。

「
お
城
を
描
こ
う
」
絵
画
作
品
展

勝
山
城
博
物
館
で
表
彰
式

■
11
月
6
日　

勝
山
城
博
物
館　「第６回越前勝山城絵画作品展・お城

を描こう」の表彰式が行われました。
　県内外から770点の応募があり、その
うち110点が入賞しました。

糸が生み出す感動の瞬間を体験第6回繊維展開催
■11月20日　ゆめおーれ

ふるさとの再生に向けてスローライフサミット・シンポジウム
■11月４・５日　勝山ニューホテルほか

　第９回スローライフまちづくり全国都市会議が開
催され、国内11都市から市長や市議会議員など約70
人が参加しました。ゆったりした生活の魅力をまち
づくりに活かす各都市の取り組み紹介と意見交換が
行われ、最後に大会宣言が採択されました。
　また、翌日には市民会館でシンポジウムが開催さ
れ、「私のスローライフ」と題して「かつやま左義
長大使」である作家の椎名誠さんの講演と、パネル
ディスカッションが行われました。

写真上：野外視察で北谷町を訪れた参加者
写真下：シンポジウムで講演する椎名誠さん

写真上：展示の様子
写真下：優秀作品6点が実際の衣装に！

　勝山の繊維産業を紹介する繊維展が開催されまし
た。幼稚園児の描いた織子さんのぬり絵の優秀作品
を、実際に衣装にした発表会も行われました。
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勝
山
にい
ち
早
く

　
　
　

洋
医
学
を
導
入

成
器
堂
二
代
目
学
頭 

秦
勤き
ん

有ゆ
う

（134）

　

長
山
公
園
の
入
口
付
近
に
「
秦
先
生
遺
徳

碑
」
が
あ
る
。
こ
の
碑
は
大
正
十
年
十
月
に

建
立
さ
れ
、
撰
文
・
文
字
の
揮き

毫ご
う

は
黒
木
安

雄
、
篆て
ん

額
は
男
爵
佐
藤
進
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
今
回
は
、
碑
文
に
従
っ
て
秦
勤
有
の
生

い
立
ち
や
業
績
、
人
柄
等
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

勤
有
は
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
秦

魯ろ

斎さ
い

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
勤
有
は
通

称
で
、
幼
少
の
頃
は
「
鉄
太
郎
」
と
呼
ば
れ
、

諱い
み
なは
親
精
で
あ
っ
た
。
十
五
歳
で
京
都
に
渡

り
梅
田
雲う
ん

濱ぴ
ん

に
儒
学
を
、
百も

百も

一
郎
に
医
学

を
学
ぶ
。
嘉
永
五
年（
一
八
五
二
）に
帰
国
し
、

二
十
歳
で
藩
の
侍
医
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
翌
年
、

瑞ず
い

竜り
ゅ
う

公
（
七
代
長
貴
）
に
従
っ
て
江
戸
に
出

て
杉4

享
二
に
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に

は
杉4

田
玄
端
、
佐
倉
の
佐
藤4

尚
中
（
順
天
塾
）

に
洋
医
学
を
学
ん
だ
。「
二
杉4

一
藤4

皆
洋
法

（
洋
医
学
）
ノ
名
医
也
。
當ま
さ

ニ
是
ノ
時
洋
法
未

ダ
熾さ
か
ん
ナ
ラ
ズ
。
学
者
未
ダ
夥
お
び
た
だ
しカ
ラ
ズ
。
而し
か

ル

ニ
先
生
己
ヲ
虚む
な
し
フ
シ
新
ヲ
謀は
か

リ
俛べ
ん

焉え
ん

（
努
め

勤い
そ

し
む
）
ト
シ
テ
懶お
こ
たラ
ズ
。
人
其
明
ヲ
称
ス
。

安
政
六
年
始
メ
テ
屍
ヲ
勝
山
ニ
解
ク
」
と
あ

り
、
洋
医
学
が
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
中
で
、

進
ん
で
洋
医
学
の
普
及
に
努
め
た
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
伝
染
病
が
屡
々
お

こ
る
と
身
を
挺
し
て
こ
れ
に
当
た
り
、
そ
の

勇
気
を
称
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
刑
死
者
の
解

剖
は
大
野
郡
最
初
の
も
の
で
、
遺
骨
は
勝
山

医
師
会
標
本
と
し
て
深
谷
医
院
に
あ
っ
た

が
、
現
在
は
大
行
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）、
父
魯
斎
が
高
齢

と
な
っ
た
の
で
「
先
生
医
官
ノ
長
ト
為
リ
、

且か

ツ
成
器
堂
ノ
学
政
ヲ
掌
つ
か
さ
どル
。
是
ニ
於
テ
孜し

孜し

ト
シ
テ
英
ヲ
育
シ
、
人
材
ヲ
成
就
ス
。
明

治
四
年
（
一
八
七
一
）
ニ
至り

藩
廃
サ
レ
テ
罷や

ム
」
と
あ
り
、
二
代
に
わ
た
る
成
器
堂
に
於

け
る
立
派
な
業
績
を
称
え
て
い
る
。
ま
た
、

明
治
政
府
が
成
立
す
る
と
侍
医
兼
監
察
の
職

に
就
く
が
、
志
が
合
わ
な
か
っ
た
の
で
官
職

を
止
め
、
医
学
に
専
念
し
た
。
明
治
九
年
に

勝
山
医
師
会
を
組
織
し
、
同
十
一
年
、
高
沢

彰
（
元
勝
山
藩
医
）
と
図
り
勝
山
私
設
病
院

を
起
こ
し
て
い
る
。
な
お
、
商
業
の
発
展
を

図
り
、
同
二
十
七
年
に
勝
山
銀
行
を
設
立
し
、

三
の
丸
製
糸
の
設
立
に
も
加
わ
っ
て
い
る
。

同
四
十
一
年
、
七
十
六
歳
で
没
し
、
義
宣
寺

墓
地
に
葬
ら
れ
る
。「
秦
親
精
・
木
下
竹
子

（
母
）
合
葬
之
墓
」
と
刻
ま
れ
る
。

※
碑
文
の
引
用
部
分
は
書
下
し
文
と
し
た

文
化
財
保
護
委
員　

増
田
公
輔秦先生遺徳碑

図書館行事案内図書館行事案内

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

冬休み子どものつどい
「紙芝居おじさん
　『のまりん』がやってくる！」
12月23日（金・祝）
　14：00～ 15：00

クリスマススペシャルライブ
「はやおき亭貞九郎さんの

親子で楽しむ落語」
12月25日（日）
　14：00～ 15：00

大切な１冊に
「フィルムコート」をかけよう！

（各定員５名）
12月10日（土）
　10：30～ 11：00
　11：00～ 11：30

おはなしでてこい
12月10日（土）
　14：00～ 14：45

スペシャル上映会
　「大決戦！超ウルトラ8兄弟」
12月11日（日）
　10：00～ 11：45

人形劇とぴアのお楽しみタイム！
「おじいと、おばあと、

きつねのコン太」
12月11日（日）
　14：00～ 14：45

絵本の森　　 読みきかせ会 　
12月17日（土）（Voice）
　14：00～ 14：30
12月24日（土）
　14：00～ 14：30

赤ちゃんとえほんの日
　　 赤ちゃん絵本の紹介と
　　　　　　　よみきかせ 　
12月23日（金・祝）
　10：30～ 11：00

絵本と手品のつどい
　　 Ｋ＆ピエロ 　
12月28日（水）
　14：00～ 14：30

広報かつやま12月号 №685 　　 14

恐竜部会のブース

上丹生との交流会の様子

心象風景の屏風（レプリカ）

　

ま
ほ
ろ
ば
と
は
、「
素
晴
ら
し

い
場
所
」「
住
み
や
す
い
場
所
」

と
い
う
意
味
の
古
語
で
す
。

　

10
月
13
日
か
ら
11
月
14
日
ま
で

国
史
跡
白
山
平
泉
寺
の
総
合
案
内

施
設
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
）
の
愛

称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
県
内
外

か
ら
３
４
７
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　

選
考
委
員
会
で
選
考
し
た
結

果
、
採
用
作
品
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
下
記
の
２
点
の
作
品
を

参
考
に
愛
称
を
決
定
し
ま
し
た
。

梅
川
謙
次
さ
ん
の
作
品

（
兵
庫
県
神
戸
市
）

　
「
ま
ほ
ろ
ば
歴
史
館
」

赤
羽
梧
良
さ
ん
の
作
品

（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

　
「
平
泉
寺
ま
ほ
ろ
ば
館
」

　

な
お
、
こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

は
、
来
年
度
に
展
示
工
事
と
外
構

工
事
を
行
い
、
秋
に
は
オ
ー
プ
ン

す
る
予
定
で
す
。

問　

史
蹟
整
備
課
（
教
育
会
館
２

階
） 

（
☎
88
‐
８
１
１
３
）

国史跡白山平泉寺旧境内ガイダンス施設　愛称決定！

白山平泉寺歴史探遊館　まほろば

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て

　

11
月
５
日
（
土
）
に
市

民
会
館
で
開
か
れ
た
「
ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
に
あ
わ
せ
て
、
恐
竜
の
ま
ち

推
進
部
会
な
ど
が
同
会
場
で
、
活

動
の
様
子
の
展
示
や
新
た
な
特
産

品
の
販
売
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

上か
み

丹に
ゅ
う生

ま
ち
づ
く
り
団
体
と
交
流

　

11
月
６
日
（
日
）
に
、
滋
賀
県

米
原
市
か
ら
ま
ち
づ
く
り
団
体

「
上
丹
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
」
が

視
察
に
来
ら
れ
、
北
谷
町
谷
区
で

交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
エ
コ
協
の
成
り
立
ち
や

現
在
の
活
動
を
発
表
し
、「
谷
の

は
や
し
込
み
」も
披
露
し
ま
し
た
。

昼
食
は
、
な
め
こ
汁
「
縄
文
の
里

料
理
研
究
会
」
が
作
っ
た
郷
土
料

理
の
お
弁
当
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
上
丹
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｋ
か
ら
活
動
の
ご
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
昭
和
30

年
代
の
村
の
様
子
を
心
象
風
景
と

し
て
描
い
た
大
き
な
屏
風
の
製
作

話
が
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
が
、
村
の
お
年
寄
り

か
ら
暮
ら
し
の
思
い
出
を
聞
き
取

り
、
そ
れ
を
も
と
に
１
年
半
か
け

て
地
元
の
彫
刻
師
が
１
人
で
絵
を

仕
上
げ
ま
し
た
。大
き
さ
は
縦
１
・

７
ｍ
、
横
３
・
７
ｍ
。
画
面
左
か

ら
右
へ
春
夏
秋
冬
の
移
り
変
わ
り

と
と
も
に
、
山
の
麓
に
は
集
落
全

て
の
家
が
描
か
れ
、
そ
の
中
に
昔

の
冠
婚
葬
祭
の
様
子
や
農
作
業
風

景
、
子
ど
も
の
遊
び
、
水
害
な
ど

災
害
の
記
憶
が
細
か
く
描
か
れ
て

い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
熱
い
語
り
口
に
、

上
丹
生
の
全
世
代
の
人
の
思
い
が

凝
縮
さ
れ
て
い
る
こ
の
屏
風
絵

は
、「
地
域
の
宝
」
と
し
て
地
域

の
心
を
結
び
付
け
て
い
る
の
だ
な

と
実
感
し
ま
し
た
。

（
エ
コ
協
広
報
委
員
会
）

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
2
階
）

 

（
☎
88
‐
１
１
１
５
）

新規チャレンジ事業の部
２次募集結果

勝山市の勝山市の

活性に向けた
活動が

活性に向けた
活動が

楽しみです楽しみです

新規２団体へ新規２団体へ
助成が決定！助成が決定！

のむきエゴマ食品
研究倶楽部

主な活動▶エゴマを使っ
た食品の開発

勝山そといくの会
主な活動▶自転車を使っ
た自然体験の企画・運
営

完成イメージ図完成イメージ図


